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 1.緒 言 高温度 に於け る金驕及 び合金の熟 容量 を系統的 に研究 せん とす る目的 で,新
に考案設 計 した實験装 置 と,こ れを用い て實験憧る純 鉛,純 錫 及び鉛 一錫 二元合 金 につ いての
二三の實験結果 を報告 す る.
 皿.賓 験 装置及 び方法  試料加熱櫨 は内径30粍,高 さ370粍 の磁 製管 に ニクP・"一ム線 を省
いた電氣櫨 で,そ の熱彙計 に封 する熟 的影響 を遮断す る爲,外 周及 び櫨底 に水套 を取 付けた.
試料 の加熱温変 を均一・にす るため,櫨 管 中央 に純銅 の均熟艦(外 径28粍,高 さ10)粍,内 脛12
粍 のパイ プで,上 部 を蓋 で密閉 する)を 置 き,こ の中に試料 を懸垂 する.加 熱熔 は熟量計の置∫℃
料落下 ロ直 上に,櫨 管があ る様 に垂直 に置 く.
 試料は外脛 約10粍,内 径 約8粍,長 さ約60粍 の硬質硝子管 に眞 室封入 して,均 熱禮 の上蓋 に
細 いカンタル線 で懸垂 し,容 器 と共 に黙 量計の中に落下 させ る.試 料の温度 はL熟 艦 にアル メ
ルーク ロメル叉 は銅 一 コンスタ ンタン熱電 到 を挿入 して間接的 に測定 し,駈 定温 度 に30分 聞以
上保持 した後,懸 垂装置 のカ ンタル線を電流 によつ て切断 し熱量 計内 に落下 させ る.
 熟量計 は内 筒.外 筒 及び外駕 か ら成 る.
 内筒 はas 110粍,高 さ140粍,厚 さ025粍 の純 銅板 製で,こ れ に鍍銀 して表 面を充分研磨 し
て仕上 げ る.こ の中に純銅網 に鍍銀 した試料受,ニ ク ローム線 輪及 び蒸 溜水約lkgを 入 れ,濫
度 は上記 線輪 に屯流 を流 して任意 に調節 し,硝 子製擬挫器 で常 に一定速 度で撹拝 しつつ,簿%
℃ 日盛 水銀塞暖計 で水溜 を,ベ ツクマン塞口友計で温 度攣 化 を測 定す る.
 外筒はas 135粍,高 さ220粍 の眞 鍮板製 で内面 を鍍銀 しよ く研磨 仕上 げ した もので,こ の 中
に内筒 を木製 圓錐膣で保持す る.
 外 膿はas 250粍,高 さ295粍,厚 さ10粍 の巫縮パル プ製 で,外 面 は防 水塗装 した.
 外筒 と外艦 との聞 に水 を充 し,こ の 中にニクロPム 線輪,水 銀 糠電器 を挿 入 して,室 温 と略
女等 し く保持 して,内 筒の最絡水温 と外 筒の水温 とのL't'が士%o℃ 以内 とな る様 に實験 開始時
の内筒水 温度 を,各 測定毎 に豫 め調節 して置 く.内 筒水の温 度は試 料落下前20分 開5分Zチ に,
試料落下後 は15秒 酬 こ測 定 し,此 の.L昇 温度 よ り試料及び硝子 の熱 容量((～t)を 求 め,次 式 よ
り試 料の黙容量((?s)を 算lilす る.`1。=Qt-(2g但 し{諏 は硬 質硲 子 のi熱容量 であ る.實 験 糺果
の 再現{生 は實瞼誤 ジ働{'卜均値α)土0.25%不 廷であつ た.
 fi.實 験結果 及び考 察  (1)(～9は 硬質硝 予の鑑指糧 を100',300つ,500℃(最 絡 水温19℃)
にて測定 し,こ れか ら計算 して求 めた衣 の比熱貫験式 よ り算 出 した.
     Cp=O.1665十'4・195・10-4t-3・018・10-7t2
 (2)電 解錫 の黙 容量 を100℃,融 鮎 以下IOO',50℃,融 貼上10。,50。,100℃(最 絡 水温19℃)に
て測 定 し,次 の比 丸式 を算出 した.
      Cp==0.05285十5.35斗 ・10-5t-1.162・10-"7t2(0。～232。C)
     Cp=0.0475,,十1.36()・IO-it十6.666・10-7t2(232。 ～332℃)
                  (50)
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 之 を從 來の測定結果 と比較 す ると,固 態では,Jaeger及 びBottc ma1)の 測 定結 果 と大略 一
致 してい るが,一 定値 を與 えた るW廿st等 りの式 と異 る.融 態 では比熟 が固態 よ り小 で濫度上
昇 に俘い減 るWUst等 の結 果 と異 なb,温 度上昇 に俘 い増 すPionchon3)の 結果 と一致 してい
るが,融 鮎直上 の比熱 はやや小 さい.
 (3)電 解鉛 の熱 容量 は錫 の場 合 と同様 の温度にて測定 し,次 の比熱式 を算出 した.
     Cp=O.()2691十3.366・10-5tぐO～327℃)
藩螺総鷺 謙1由1且 γ
であるWUrt等 の式 とは異 る.融 態ではWUst等  諏26         ,一                                      コト
職1嘆 騰 騨 筋 る粥1値 麟 ・;江t- /ヒ
(・)・'b-Sn系合劒 燃 量瞭 餓 の液mua上 ・・ 趨   !..L
℃(最 終水温19℃)に て測定 した.こ れらの結果をそ   2t      . で
の状鯛 と辮 して第 咽 に示す,   響 、。   ,                                   '
 Pb-Sn系 合金の熱容量或いは混合熱については,   sq
                          }8
11・ Ott・",) 」kLび河 上6)氏 の 研 究 力`あ る・Ott・ は500 
,7・LI-一 一'」 1
℃ で 泥 合 法 に よ つ て 合 金 の 全 熱 量 を測 定 して,成 分 温16 'ヰ・・ く'   _L-∋。o温
鰯 の熱糧 の代 数和 との 差を求 めて之 を混舗 と 度 ・5 、.')`$・c'一 ・d-・主
冬諜 黙聯 認 高灘 楼瓢 あii tl'一'…「㍗
線 批 較す ると次表の如 く或 る澱 迄は混合熱は &・20「 窒 釜 、b。 雪1
温度上 昇 に俘い小 にな る事 が認 め られ た.       ceIN Pb-S合 金・、a.容t
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    (註,H. Otto,河 ヒの 貿 験 結 果 ばGal/9-AtomをCul/grに換 覚 し/こ もの で あ る.
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